
ポート造設・乳腺外科化学療法を受けられる患者様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学療法・ポート造設併用パス(2泊3日：乳腺外科用）【36102－00】

／ ／

入院日 治療前 治療中 退院日

目標

毎日看護師と

評価します

□安全に入院生活を送る事ができる

□手術が安全に終了する

□手術後の傷から出血がない

□嘔気・嘔吐が辛すぎてどうしようもない程まで増強しない

□退院に向け、自宅環境に合わせた活動ができる

□感染予防行動が取れる

□副作用症状（嘔気・嘔吐、痛みなど）が薬剤使用など対症療法で緩和される

□感染徴候（白血球・炎症反応の上昇、発熱など）がみられない

内服

注射

午後から点滴を開始します

検査
・採血があります

治療

処置

・体温・血圧・脈の測定をします

・入院後ＣＶポート造設の処置があります

・処置後の傷をガーゼで圧迫してきます

・処置後、傷の観察や痛みの有無を確認します

※痛みがあるときは痛み止めを使用しますので

　ご遠慮なくお伝え下さい

・朝、医師が傷の診察をします

・傷に問題なければ、治療前に医師が

　点滴の針を留置しにきます

・体温・血圧・脈の測定をします

・点滴前に一度、治療中に１～２度

　血圧測定をします

・点滴開始後、15分後に点滴の観察をしま

　す

食事

飲水

普通食

※お食事や飲み物に制限はありません

清潔
治療後、シャワー可能です

排泄

安静

活動

・処置や説明があるので病棟を離れる際は看護師

　に声をかけてください

・治療中はベッドで安静にして下さい ・病院内自由です

説明

指導

・入院中の予定を看護師より説明します ・治療内容・治療中の注意点を看護師

　より説明します

・治療は輸液ポンプをつけて行います

・はき気や痛みがあれば教えてください

・点滴部位に痛み・違和感があれば教え

　てください

・医師より退院の説明があります。

・はき気や痛みがあれば教えてください

　退院

　＊次回の受診予約表をもらってください

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　乳腺外科・6階西病棟　2011年7月作成　2024年6月改訂 

□薬剤アレルギーが出現しない

□治療中安静を守ることが出来る

□症状を速やかに報告できる

※ご希望時は、食事を比較的食べやすい「ケモ食」に変更できます

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　様　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　　No1

／　　　　　　　　　治療当日


